
保険薬局の皆様、電子処方箋応需の準備をお願いします

2026年1月~



2026年1月～
稼働予定



薬品マスタについて・・・
・ダミーコードは使用しません

    ・・・医薬品名は支払基金マスタの医薬品名を記録します

 コードは標準コード（レセプト電算コード・ＹＪコード）を記録します

・薬価単位でオーダーします
・・・オーダー時の単位が薬価単位と一致する時は、そのまま記録します

例） 1錠 ⇒ 1錠
オーダー時の単位が薬価単位と一致しない時は、単位変換レコードを記録します

例） 1包 ⇒ 1包 単位変換レコード：2.5 （薬価単位:g 2.5g/包）

・医療材料は支払基金マスタの名称、
コードはレセプト電算コードを記録します

・・・マイクロファインプラス 5mm ⇒ 万年筆型注入器用注射針（標準型）  710010093
マイクロファインプロ 4mm ⇒ 万年筆型注入器用注射針（標準型）     710010093
ナノパスニードルⅡ 4mm ⇒ 万年筆型注入器用注射針（超微細型） 710010095
ＣＡＰＤミニキャップキット  ⇒ 腹膜透析液交換セット（交換キット） 737890000



用法マスタ の方針

・2025年11月以降の新たな
用法マスタ・用法コードで登録します

・情報欠落の回避を優先します

標準コードを当てることで、
保険薬局へ送る情報が欠落する可能性のある用法は、
すべてダミーコードで登録し、
医師が用法欄に入力したすべての情報を
テキストベースで登録します



用法マスタについて・・・
・内服用法は、原則標準コードを使用します

    ・・・標準コードと完全一致する内服用法は、標準コードを必ず使用します

 用法内に手入力コメントを含む一部の用法は、ダミーコードを使用します
例）1日2回 ＿時 ・＿時 ・・・電子カルテ上で時間を手入力する用法

・頓用用法は、標準コードまたはダミーコードを使用します
 ・・・標準コードと完全一致する頓用用法は、標準コードを使用します

  標準コードと完全一致しない頓用用法は、ダミーコードを使用します
  用法内に手入力コメントを含む一部の用法は、ダミーコードを使用します

例）＿ ＿ .＿℃以上の時 ・・・電子カルテ上で時間を手入力する用法

・外用・注射用法は、大半がダミーコードになります
・・・当院の外用用法は、部位・回数・1回量を用法内にすべて含んでおり、

 標準コードを当てると情報が欠落しますので、
 ダミーコードを当て、すべての情報をテキストベースで送信します



当院用法 はり薬 1日1回 1回１／２枚 部位：胸部

電子処方箋 標準用法 1日1回貼付

安全な運用を優先し、
ダミーコードで

そのままテキストで登録する

外用

無理やり紐づけると
情報が欠落する
可能性あり

注射
当院用法 1日3回 朝食直前１０単位,昼食直前８単位,夕食直前１２単位

電子処方箋 標準用法 1日3回朝昼夕食直前皮下注射ﾜﾝｼｮｯﾄ/医療機関･自己



電子処方箋がデフォルト

予定 1～2月 限定発行
  3月 全面発行

院外処方箋カバー率：80% ⇒ 電子処方箋をデフォルト発行

（HPKI取得・申請済み医師の院外処方箋／全院外処方箋）

拒否する患者や
かかりつけ薬局が対応していない患者は
申告制



院外（電子）を選ぶと



院外（紙）を選ぶと
電子処方箋対応
引換番号：999999



病院（滋賀）
１６％

薬局（滋賀）
８９％



・医薬品等マスタ等の点検報告を完了し、厚生労働省へ報告を
お願いします。

・11月からの新用法マスタの受け入れ準備をお願いします。

・電子処方箋の応需が困難なかかりつけ薬局は、
あらかじめ患者さんに診察室で伝えるように説明して下さい。品



保険薬局の先生方
ご協力を
お願いします

・電子処方箋の受け入れ体制の準備をお願いします

・病院が発行にあたって注意しないといけないことがあれば
教えて下さい

・相談に乗って下さい（連携テストとかも協力して下さい）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

